
福生市公民館
公民館事務所
公民館松林分館
公民館白梅分館

福生市福生2455 ※市民会館併設
福生市牛浜163  さくら会館内
福生市武蔵野台1丁目15‒1
福生市熊川559‒1

FAX 042-552‒2228
FAX 042-530‒2512
FAX 042-530‒2513

☎ 042-552‒2118
☎ 042-552‒3624 
☎ 042-553‒3454

〒197-0011
〒197-0024
〒197-0013
〒197-0003

■

■
■

令和 6年 8月 1日令和 6年 8月 1日

No.172

　

教
育
委
員
会
に
は
、
社
会
教
育
を
担
当
す
る

課
と
し
て
生
涯
学
習
推
進
課
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
、
公
民
館
、
図
書
館
の
４
課
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
８
月
、
初
の
試
み
と
し
て
、
こ
の
４
課

が
所
有
す
る
資
源
等
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
１
）
戦
争
関
連
資
料
の
出
張
展
示　
　

　

郷
土
資
料
室
で
所
蔵
す
る
太
平
洋
戦
争
と
福

生
の
関
係
を
示
す
資
料
の
一
部
を
出
張
展
示
し

ま
す
。  　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
推
進
課
）

（
２
）
オ
リ
パ
ラ
関
連
の
展
示

　

平
和
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
東
京
都
が
所
有
・
管
理
し
て
い
る
東
京

2
0
2
0
大
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
産（
ト
ー
チ
）

等
を
展
示
し
ま
す
。 　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

（
３
）
平
和
パ
ネ
ル
展

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
か
ら
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
」、
平
和
首
長

会
議
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
〝
平
和
な
ま

ち
〞
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
」を
借
用
し
、

展
示
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
公
民
館
）

（
４
）
平
和
関
連
図
書
の
出
張
展
示

　

図
書
館
展
示
「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
本
」

か
ら
絵
本
等
の
一
部
を
出
張
展
示
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
書
館
）

　

郷
土
資
料
室
出
張
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、

１
回
目
は
子
ど
も
を
対
象
に
、
２
回
目
は
一
般

の
方
を
対
象
に
、
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

展
示
解
説
を
通
し
て
、
参
加
者
と
と
も
に
、

平
和
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
と
し
て
い

き
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
９
日
（
金
）①
午
後
３
時
〜
３
時

45 
分
、②
午
後
６
時
30 

分
〜
７
時
15 

分

【
対
象
】①
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
、　

②
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
講
師
】
生
涯
学
習
推
進
課
職
員

【
申
込
み
】
受
付
中
。
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

の
間
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
公
民
館
公
民
館
係

へ
。
☎
5
5
2-

2
1
1
8

公民館ページ 
ＱＲコード 

■日 時　令和６年８月９日 (金 ) 午前９時から午後8時まで
■場 所　福生市民会館・公民館 １階 展示スペース

４
課
の
各
コ
ー
ナ
ー

ロ
ビ
ー
ト
ー
ク
in

　
　
　
　

展
示
ス
ペ
ー
ス

公民館の平和事業は、４ページをご覧ください。

教育委員会生涯学習分野合同平
和事業「平和について学び・考
えてみませんか」
　誌面講座「ネット上の情報を
疑え」
公民館夏の平和事業、公民館講
座案内、郷土資料室・図書館か
らのお知らせ

教育委員会 生涯学習分野合同平和事業

平和について学び・考えてみませんか
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◆
テ
レ
ビ
か
ら
ネ
ッ
ト
へ

　

け
た
た
ま
し
く
構
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
、
ほ
ど
な
く
駅
の
ホ
ー
ム
に
電
車
が
滑

り
込
ん
で
き
た
。
ホ
ー
ム
に
ひ
し
め
い
て

い
た
乗
客
が
ド
ッ
と
電
車
内
に
乗
り
込
ん

で
い
く
。
い
つ
も
の
朝
の
通
勤
電
車
の
風

景
で
あ
る
。

　

身
動
き
が
ま
ま
な
ら
な
い
姿
勢
で
ふ
と

前
に
目
を
や
る
と
、
女
性
の
肩
越
し
に
ス

マ
ホ
の
画
面
が
見
え
た
。
ペ
ッ
ト
動
画
や

グ
ル
メ
動
画
、
コ
ス
メ
動
画
な
ど
の

シ
ョ
ー
ト
動
画
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
て

い
る
。

　

人
々
が
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
な
く
な
っ
た

理
由
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

動
画
が
山
ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
利
用

者
は
興
味
の
あ
る
動
画
だ
け
を
視
聴
で
き

る
。
テ
レ
ビ
番
組
の
よ
う
に
Ｃ
Ｍ
で
中
断

さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
放
送
事
業
者
が
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
相
当
な
時
間
を
か
け

て
制
作
し
た
テ
レ
ビ
番
組
よ
り
も
、
素
人

が
投
稿
し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
方
が
ウ
ケ

て
い
る
と
い
う
の
は
皮
肉
で
あ
る
。

　

総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

の
人
々
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

は
、
す
で
に
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
を
上
回
っ

て
い
る
。
全
年
代
に
わ
た
っ
て
、
平
日
で

も
休
日
で
も
、
テ
レ
ビ
よ
り
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
方
が
視
聴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
テ
レ
ビ
が
娯
楽
の
王
様
だ
っ
た
時
代

は
終
わ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

文
部
科
学
省
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
全
国
の
小
中
学
生

は
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
手
に
し
た
。
子
ど
も
達
は
学
習
だ
け

で
な
く
、
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
を
は
じ
め

様
々
な
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
得

て
い
る
。
学
校
で
の
話
題
は
、
前
日
に
観

た
テ
レ
ビ
番
組
の
シ
ー
ン
で
は
な
い
。

ネ
ッ
ト
か
ら
得
た
情
報
の
交
換
で
あ
る
。

大
人
も
子
ど
も
も
情
報
活
動
の
中
心
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
変
わ
っ
た
。

◆
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
信
頼
性

　

テ
レ
ビ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
は
、

決
定
的
に
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と

つ
は
、
情
報
の
信
頼
性
で
あ
る
。
こ
の
相

違
点
は
、
利
用
者
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

が
欠
如
し
て
い
た
場
合
、
致
命
的
に
働
く

こ
と
に
な
る
。

　

テ
レ
ビ
が
発
信
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で
あ
る
。
番
組

制
作
者
が
個
人
的
に
公
共
の
電
波
に
乗
せ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
放
送
事
業
者
が

発
信
内
容
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
ま

た
、Ｂ
Ｐ
Ｏ（
放
送
倫
理
・
番
組
向
上
機

構
）
も
存
在
し
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
は
、日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

や
日
本
民
間
放
送
連
盟
（
民
放
連
）
な
ど

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
任
意
団
体
で
あ

る
。
放
送
へ
の
苦
情
や
放
送
倫
理
上
の
問

題
に
対
し
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
日

本
民
間
放
送
連
盟
の
会
長
は
平
成
19
年

（
２
０
０
７
年
）
６
月
に
、
放
送
事
業
者

に
と
っ
て
Ｂ
Ｐ
Ｏ
の
判
断
は
最
高
裁
の
判

断
の
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。Ｂ

Ｐ
Ｏ
は
、
放
送
事
業
の
公
共
性
を
保
持
す

る
た
め
の
強
固
な
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。

　

か
た
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
通
し

て
い
る
情
報
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
公
共
機

関
や
法
人
・
団
体
が
発
信
し
て
い
る
情
報

は
、
発
信
元
が
社
会
的
な
責
任
を
負
っ
て

い
る
。
誤
っ
た
情
報
だ
っ
た
場
合
は
、
信

頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
、
組
織
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、
法
人
・

団
体
は
、
誤
情
報
や
不
適
切
情
報
に
は
注

意
を
払
っ
て
掲
載
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
個
人
が
発
信
す
る
情
報
や

発
信
元
が
不
明
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
審

査
や
チ
ェ
ッ
ク
が
曖
昧
で
あ
る
。
問
題
が

発
生
し
た
際
の
責
任
の
所
在
も
不
明
で
あ

る
。
も
し
も
、
そ
ん
な
状
況
の
情
報
を
信

じ
て
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
も
、
誰
も
補

償
し
て
は
く
れ
な
い
。
情
報
の
信
頼
性
を

疑
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
被

害
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

◆
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
投
資
詐
欺

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
詐
欺
犯
罪
に
は

う
っ
て
つ
け
の
道
具
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

詐
欺
犯
に
と
っ
て
利
点
が
い
く
つ
も
あ

る
。　

 

① 

顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。 

②
現
場
に
い
な
く
て
も
よ
い
。 

③ 

防
犯

カ
メ
ラ
に
映
ら
な
い
。 

④ 

な
り
す
ま
せ

る
。 

⑤
追
跡
が
困
難
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
実
際
の
詐
欺
の
事
例
を
紹
介

し
た
い
。
茨
城
県
の
女
性
（
70
）
が
投
資

詐
欺
に
遭
い
、
約
７
億
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
。
投
資
を
勧
め
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
経
済

ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓
郎
さ
ん
を
語
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
招
待
さ
れ
た
。

森
永
さ
ん
の
写
真
が
使
わ
れ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
本
物
と
信
じ
込
み
、
金
の

積
み
立
て
投
資
の
た
め
44
回
で
計
６
億
９

千
万
円
を
振
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
、「
お

金
を
引
き
出
す
手
数
料
が
必
要
」
と
言
わ

れ
、
女
性
は
そ
の
手
数
料
を
稼
ぐ
た
め
、

実
業
家
の
堀
江
貴
文
さ
ん
を
か
た
っ
て
投

資
を
勧
め
て
い
る
広
告
を
見
つ
け
、
約
１

千
万
円
を
振
り
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
投
資
詐

欺
の
被
害
は
、令
和
５
年（
２
０
２
３
年
）

に
２
２
７
１
件
が
発
生
し
て
い
て
、
被
害

総
額
は
約
２
７
８
億
円
に
上
っ
て
い
る
。

被
害
者
の
中
心
が
中
高
年
で
あ
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

◆
ネ
ッ
ト
詐
欺
の
違
法
性

　

私
の
大
学
研
究
室
に
所
属
す
る
ゼ
ミ
生

が
詐
欺
犯
罪
を
卒
論
の
研
究
テ
ー
マ
に
し

た
こ
と
が
あ
る
。
詐
欺
犯
が
逮
捕
さ
れ
た

ら
、
被
害
者
に
お
金
が
戻
る
と
思
っ
て
い

る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
犯

人
が
捕
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
だ
ま
し

取
ら
れ
た
お
金
は
戻
っ
て
来
な
い
。
さ
ら

に
、
被
害
額
が
何
億
円
で
あ
っ
て
も
、
詐

欺
罪
の
法
定
刑
は
、
最
長
で
懲
役
１０
年
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
詐
欺
で
荒
稼
ぎ
し
た
お

金
を
隠
し
て
お
き
、
逮
捕
時
の
押
収
を
逃

れ
て
服
役
す
れ
ば
、
出
所
後
は
裕
福
に
暮

ら
す
こ
と
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
卒
論
は
、
懲
役
１０
年
は
抑
止
力
に
な

ら
な
い
と
結
論
付
け
た
。

　

有
名
人
を
語
る
偽
広
告
は
、
無
断
で
顔

写
真
を
使
っ
て
い
る
の
だ
し
、
何
よ
り
も

な
り
す
ま
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
犯
罪
行

為
で
は
な
い
か
。
直
ち
に
逮
捕
し
て
処
罰

す
べ
き
だ
、
と
憤
慨
し
て
い
る
人
が
い

る
。
残
念
な
が
ら
、
現
状
で
は
逮
捕
も
処

罰
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

人
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
無
断
で
ネ
ッ

ト
に
掲
載
す
る
行
為
は
、
肖
像
権
の
侵
害

と
な
る
。
し
か
し
、
肖
像
権
侵
害
は
違
法

で
は
な
い
。
違
法
と
す
る
根
拠
の
法
が
な

い
。
刑
法
に
肖
像
権
侵
害
罪
な
る
も
の
が

な
い
の
で
あ
る
。
民
法
上
の
不
法
行
為
に

は
な
り
得
る
の
で
、
損
害
賠
償
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
逮
捕
や
処
罰
は
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
本
人
確
認
な
く

誰
も
が
利
用
で
き
る
。
有
名
人
を
名
乗
る

こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
投
資
詐

欺
に
誘
導
す
る
偽
広
告
が
は
び
こ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
詐
欺
行
為
は
違

法
と
な
る
も
の
の
、
他
人
に
な
り
す
ま
す

行
為
自
体
は
違
法
で
は
な
い
。
刑
法
に
な

り
す
ま
し
罪
な
る
犯
罪
も
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
悪
質
行
為
に
対

す
る
法
制
度
が
い
か
に
未
整
備
で
あ
る
か

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ひ
と
た
び
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
被
害
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
救
済

さ
れ
る
保
障
は
な
い
の
で
あ
る
。

◆
未
然
防
止
の
方
法

　

ネ
ッ
ト
上
の
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、
情
報
の
信
頼
性
を
見
極

め
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
発
信
元
を

確
認
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
、
発
信
元
が

有
名
人
で
あ
っ
て
も
、
個
人
が
発
信
し
て

い
る
場
合
は
、
責
任
の
所
在
が
明
ら
か
で

は
な
い
。
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
無
視
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。

　

通
勤
電
車
に
揺
ら
れ
て
い
る
と
、
東
京

電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
た
。「
お
支
払
が
確
認
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
お
支

払
く
だ
さ
い
。」東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
は
実
在
す
る
会
社
だ
。Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ

Ｏ（
テ
プ
コ
）
の
略
称
で
知
ら
れ
る
有
名

企
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
変
だ
と
慌
て
る

前
に
、
ま
ず
発
信
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
見
る
と
よ
い
。
訳
の
わ
か
ら
な
い
記
号

の
羅
列
な
ら
ば
詐
欺
で
あ
る
。
さ
ら
に
会

社
名
や
メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
を
ネ
ッ
ト
検
索

す
れ
ば
、
詐
欺
メ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
す

ぐ
わ
か
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
常
に
疑

い
、
確
か
め
る
こ
と
が
私
た
ち
に
出
来
る

最
善
の
未
然
防
止
策
で
あ
る
。

図　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
資
詐
欺
の
被
害
者
年
齢
層

出
典
：「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害

発
生
状
況
等
に
つ
い
て
」
警
察
庁
広
報
資
料

ネット上の情報を疑え公民館
ふっさ

 誌面講
座

プロフィール
　東北大学を卒業後、富士通㈱に入社。その後、東京都立高等学校教諭、㈱NTT データを経て、
現職。武蔵野大学名誉教授、早稲田大学大学院非常勤講師、総務省自治大学校講師。

さ　とう　 よし　ひろ

講師　佐藤 佳弘 氏 　　　　　  （株式会社情報文化総合研究所　代表取締役）
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♦
平
和
パ
ネ
ル
展

　

広
島
市
、
長
崎
市
に
投
下
さ
れ
た
原
爆

に
つ
い
て
、被
爆
の
実
相
、核
兵
器
の
被
害

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
広
島
平

和
記
念
資
料
館
と
平
和
首
長
会
議
か
ら
関

連
資
料
を
借
用
し
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
18 
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
。午

前
10 

時
〜
午
後
9
時
（
最
終
日
の
み
午
後

５
時
ま
で
）

※

８
月
12
日（
月
・
休
）は
開
館
し
、
翌
13

日（
火
）を
振
替
休
館
し
ま
す
。  

８
月
８
日

（
木
）は
正
午
ま
で
、
８
月
18
日（
日
）は
午

後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
場
所
】市
民
会
館
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

【
申
込
み
】

  

不
要
。 

直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。

♦
松
林
平
和
講
演
会
「
福
生
市
に
お
け

る
空
襲
と
戦
中
・
戦
後
の
人
々
の
く

ら
し
」

　

当
時
使
わ
れ
て
い
た
生
活
用
具
な
ど
を

実
際
に
見
な
が
ら
、人
々
の
暮
ら
し
や
、平

和
を
守
る
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
日
時
】８
月
６
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

30 
分

【
場
所
】公
民
館
松
林
分
館

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着 

50 

人

【
講
師
】生
涯
学
習
推
進
課
職
員

【
申
込
み
】受
付
中
。公
民
館
松
林
分
館
へ
。

♦
白
梅
お
は
な
し
会

　
　
〜
平
和
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
〜　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
と
お
し
て
、
戦

争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。絵

本
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
沖
縄
三
線
の
演

奏
も
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
11 

時【
場
所
】  
公
民
館
白
梅
分
館

【
対
象
】
小
学
生 ※

保
護
者
の
同
伴
が
あ

れ
ば
就
学
前
児
童
も
参
加
可

【
定
員
】
先
着 
20 
人

【
講
師
】
大
島
真
理
子
氏
・
松
田
規
子
氏
・

原
彩
乃
氏（
絵
本
専
門
士
）

【
申
込
み
】
受
付
中
。公
民
館
白
梅
分
館

へ
。

♦
地
域
福
祉
講
座

「
ち
が
い
」
を
超
え
て
生
き
て
い
こ
う

　

生
活
を
お
く
る
上
で
、
一
人
ひ
と
り
が

感
じ
る
壁
は
様
々
で
す
。今
回
は
、障
害
の

捉
え
方
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
、
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】
９
月 

12 

日
（
木
）、
10 

月 

10 

日

（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

【
場
所
】さ
く
ら
会
館
ホ
ー
ル

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着 

20 

人

【
講
師
】公
益
財
団
法
人
日
本
ケ
ア
フ
ィ
ッ

ト
共
育
機
構

【
申
込
み
】８
月
６
日（
火
）か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た

は
公
民
館
公
民
館
係
へ
。

♦
郷
土
資
料
室

企
画
展
示
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
資
料

展
〜
日
清
戦
争
開
戦
130
年
・
日
露
戦

争
開
戦
120
年
」

　

郷
土
資
料
室
で
は
、
毎
年
終
戦
の
日
に

合
わ
せ
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
画
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
を
描

い
た
戦
争
錦
絵
や
雑
誌
等
と
、
二
つ
の
戦

争
に
出
征
し
た
福
生
の
人
々
に
関
す
る
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】8
月 

25
日（
日
）ま
で
開
催
中
。

午
前
10 

時
〜
午
後
5
時

※

月
曜
休
館
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
場
所
】郷
土
資
料
室

【
問
合
せ
】郷
土
資
料
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
5
3
0-

1
1
2
0

　
♦
図
書
館
企
画
展
示
「
戦
争
と
平
和
を

考
え
る
本
」

　

夏
の
平
和
に
関
す
る
取
組
と
し
て
、
図

書
館
各
館
で「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
本
」

と
題
し
て
絵
本
・
児
童
書
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
期
間
】８
月
25 

日（
日
）ま
で
開
催
中
。

【
問
合
せ
】

中
央
図
書
館
☎
5
5
3-

3
1
1
1

わ
か
ぎ
り
図
書
館
☎
5
5
2-

7
4
2
1

わ
か
た
け
図
書
館
☎
5
5
1-

0
0
8
3

武
蔵
野
台
図
書
館
☎
5
5
3-

8
8
8
1

公
民
館
　 

夏
の
平
和
事
業

公民館サークル登録数（令和６年７月１日現在）　本館…81 団体　松林分館…46 団体　白梅分館…33 団体

公
民
館
　 

講
座
案
内

郷
土
資
料
室
・
図
書
館

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
に
、各
館
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

公
民
館
公
民
館
係  

☎ 

5
5
2-

2
1
1
8

公
民
館
松
林
分
館  

☎ 

5
5
2-

3
6
2
4

公
民
館
白
梅
分
館  

☎ 

5
5
3-

3
4
5
4

「日清戦争威海衛に於我軍激戦」

「旅順開城須将軍会見乃木将軍」


